
基 礎 杭 の 研 究 で
地 震 大 国 ニ ッ ポ ン を 支 え た い

建設物価調査会の総合研究所では、次世代を担う若
者の育成・支援や様 な々研究を通して建設事業の健
全な発展と活性化に寄与する研究支援プロジェクトを
行っています。その一環として、広く建設に関係する大
学の研究室を紹介します。
＊ 本取材は2021年12月に行いました。写真撮影のため、マスク

を外している場合があります。

未 来 を
創 　 る
研 究 室
建 設 業 の 次 世 代 を 担 う
大 学 研 究 室 訪 問
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「解がないからこそ面白い」
解を求め続ける姿勢は、まさに求道者

　寺本俊太郎准教授は、そのがっしりとした
体躯のとおり、スキーやゴルフ、筋トレが趣
味というスポーツマンで、弓道は弐段の腕前
だ。一方で、楽器演奏、麻雀、旅行や映画鑑
賞も好きだと言う多趣味な人。スポーツもホ
ビーもレジャーも、興味を持ったモノは何事
もとことんやり込んで、自分のモノにしてし
まう性分らしい。
　寺本先生は幼いの頃から学者肌で、何事に
対しても興味が尽きない子供だった。教師の
父親が、世の中の様々な事象に対する興味を
かき立ててくれたお陰で、夏休みの自由研究
では、子供らしからぬ研究テーマで、大人を
驚かせたという。
　京都大学へと進学した後も、物事を追求す
る情熱は冷めやらず、よりストイックになっ
ていく。木村亮先生（京都大学大学院工学研
究科教授）に師事し、地盤工学の研究をする
なかで、防災工学の分野で社会に貢献したい
と思い、研究者を目指すことになった。寺本
先生は「ただ好きな研究を続けていただけ」
と謙遜されるが、学術的探究の道はそれほど
平坦ではなかったはずである。だからこそ、
寺本先生の教育方針は、先生ご自身も言われ
るとおり、いささか厳しい。甘い考えの学生
に来てほしくないという意味もあるようだが、
それ以上に、自分で考え、試行錯誤できる学
生にのみ、研究室に来てほしいという意思の
表れである。
　そんな寺本研究室の学生全員に共通するの
は、「カラダを動かすことが好きである」とい
うことだ。これは、寺本先生の影響というよ
りは、文武両道の精神を持った学生が寺本研
の門戸を叩くのだろう。「類は友を呼ぶ」と
は、このことを言うのであろう。
　最後に、子供の頃の将来の夢が「研究者に
なること」だった寺本先生に、研究者になっ
た後のこれからの夢を訊ねたところ、その回
答は「一生、研究を続けたい」というもので
あった。まさに、筋金入りの研究者である。

１｜ほとんどの学生がバスに乗って通学する寝屋川キャンパス
２｜男ばかりの研究室でも当番制で掃除すればこんなにキレイ
３｜ホワイトボードを前に、熱い議論を戦わせている姿が目に浮かぶ
４｜研究室で行った日本三景天橋立の股のぞき
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３
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摂南大学
理工学部　都市環境工学科

地盤工学研究室
寺本俊太郎 准教授 博士（工学）
2010年3月　京都大学工学部地球工学科土木コース　卒業
2012年3月　 京都大学大学院工学研究科社会基盤工学専攻博士

前期課程　修了
2015年3月　 京都大学大学院工学研究科社会基盤工学専攻博士

後期課程　修了
2015年4月　摂南大学理工学部都市環境工学科講師
2020年4月　 摂南大学理工学部都市環境工学科准教授（現在に

至る）

T E R A MOTO  S H U N TA RO

専門分野｜地盤工学、基礎工学、防災工学
研究テーマ｜構造物は基本的に地盤の支えによって建つ事ができ
ます。その土は身近な材料でありながら、今現在でもその性質は
完全には解明されておらず、その挙動は複雑です。
本研究室では，杭基礎を主とした地盤－構造物の
力学的挙動の解明を主なテーマとしており、やや
構造系寄りの地盤系の研究室です。
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未来を
創　る
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最近の研究テーマ

自 分 の 頭 で 考 える か らこそ 意 味 が あ る
学生達に対しては、研究の進捗状況に応じた助言や
方向修正はしますし、進め方の相談にも乗りますが、
手取り足取りの指導はしません。まずは学生自身が
思考することが最も重要であると考えていますので、
学生の自主性を尊重し、まずは自分で考えて、試し
てみることを促す指導をしています。求めることは
非常に高度ですが、だからこそ、それを乗り越えら
れるような人間になって欲しいと思っています。

指 導 方 針

学 生 イ ン タ ビ ュ ー ＊「学年」は2021年12月の取材当時のものです
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し
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士
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趣
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ト
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理
想
の
カ
タ
チ
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な
っ
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い
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好
き

酒
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さ
か
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だ
い
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４
年
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身
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味
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期
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近
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サ
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西
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（
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き
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４
年
　
奈
良
県
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身

趣
味
：�

ラ
グ
ビ
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漬
け
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活
で
し
た
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大
学
卒
業
で
選
手
と
し
て
も
引
退
で
す

田
中
雅
大
（
た
な
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ま
さ
ひ
ろ
）

４
年
　
兵
庫
県
出
身

趣
味
：�

土
日
は
近
所
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で�

小
学
生
の
コ
ー
チ
を
し
て
い
ま
す

苦
手
意
識
を
克
服
し
た
今
で
は 

地
盤
力
学
が
一
番
の
得
意
学
科
で
す

　
も
と
も
と
物
理
が
得
意
で
、
土
木
か
建
築
の
分
野

で
モ
ノ
づ
く
り
に
携
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
盤
力
学
に
は
苦
手
意
識
が
あ
り
、
そ
れ

を
克
服
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分

が
苦
手
な
分
野
を
極
め
て
い
る
寺
本
先
生
へ
の
憧
れ

も
あ
り
、
あ
え
て
苦
手
な
地
盤
力
学
の
研
究
室
に
飛

び
込
み
ま
し
た
。
今
で
は
一
番
得
意
な
科
目
で
す
。

　
寺
本
先
生
は
、
自
分
で
考
え
た
こ
と
を
自
由
に
や

ら
せ
て
く
れ
る
の
で
、
と
て
も
や
り
甲
斐
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
研
究
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
好
き
な

の
で
、
達
成
感
も
あ
り
ま
す
。

　
４
月
か
ら
は
基
礎
専
門
工
事
会
社
に
就
職
し
ま
す
。

地
盤
力
学
に
特
化
し
た
会
社
で
、
寺
本
研
で
イ
ン
プ

ッ
ト
し
た
知
識
を
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
現
場
で
経
験
を
積
み
、
そ
の
後
に
は

技
術
開
発
な
ど
に
も
携
わ
っ
て
、
自
分
に
適
し
た
仕

事
を
見
つ
け
、
仕
事
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

人
と
モ
ノ
を
繋
ぐ
交
通
イ
ン
フ
ラ
の 

維
持
に
貢
献
で
き
る
技
術
者
に
な
り
た
い

　
い
つ
か
来
る
と
言
わ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震

が
発
生
し
た
時
に
、
自
分
に
は
ど
ん
な
社
会
貢
献
が

で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
、
土
木
工
学
の
道
を
選
び
ま

し
た
。
こ
の
研
究
室
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
も
、
寺
本

先
生
が
防
災
工
学
の
研
究
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
理

由
で
す
。

　
モ
ノ
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
過
程
を
見
る
の
が
好

き
だ
っ
た
の
で
、
自
分
も
施
工
に
携
わ
り
た
い
と
思

い
、
ゼ
ネ
コ
ン
へ
の
就
職
を
希
望
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
施
工
会
社
に
も
様
々
な
タ
イ
プ
が
あ
る
こ

と
を
知
り
、
興
味
が
湧
い
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
会
社
へ

の
就
職
を
希
望
し
た
結
果
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た

関
西
を
拠
点
と
し
た
鉄
道
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
会
社
に

就
職
が
決
ま
り
ま
し
た
。
災
害
に
強
い
鉄
道
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
プ
ロ
に
な
っ
て
、
誰
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る

よ
う
な
技
術
者
に
な
る
の
が
将
来
の
夢
で
す
。

関
西
の
高
速
道
路
の
守
り
人
に
な
っ
て 

地
元
の
街
に
恩
返
し
が
し
た
い

　
祖
父
が
モ
ノ
づ
く
り
を
し
て
い
た
た
め
、
自
分
も

将
来
は
モ
ノ
づ
く
り
に
携
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
、
理
系
学
科
へ
の
進
学
を
希
望
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
大
学
に
は
、
理
系
の
学
科
と
ラ
グ
ビ
ー

を
両
立
で
き
る
と
思
っ
て
進
学
し
ま
し
た
。
寺
本
研

究
室
を
選
ん
だ
理
由
は
、
土
木
の
三
力
学
と
言
わ
れ

る
構
造
・
水
理
・
土
質
の
中
で
、
一
番
得
意
だ
っ
た

か
ら
で
す
。

　
４
月
に
は
高
速
道
路
の
維
持
修
繕
を
行
う
会
社
に

就
職
し
ま
す
。
道
路
は
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
重

要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
そ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務

に
携
わ
れ
る
の
は
、
と
て
も
や
り
甲
斐
の
あ
る
仕
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
就
職
し
た
ら
、
会
社
に
貢
献
で
き
る
技
術
者
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が
会
社
に
貢
献
す

る
こ
と
で
、
多
く
の
人
に
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
重

要
性
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ど
う
や
っ
た
ら
実
験
が
上
手
く
い
く
の
か 

試
行
錯
誤
す
る
こ
と
が
面
白
い

　
父
が
歴
史
好
き
で
、
幼
い
頃
か
ら
城
址
巡
り
を
し

て
お
り
、
歴
史
を
超
え
た
石
垣
を
見
て
、
将
来
自
分

も
後
世
に
も
残
る
モ
ノ
を
造
り
た
い
と
、
土
木
工
学

へ
の
進
路
を
選
び
ま
し
た
。

　
寺
本
研
は
、
自
分
達
で
考
え
な
が
ら
自
由
に
実
験

が
で
き
る
環
境
で
す
。
新
し
い
工
法
の
開
発
・
研
究

は
、
毎
日
ワ
ク
ワ
ク
で
き
ま
す
。

　
将
来
は
ゼ
ネ
コ
ン
へ
の
就
職
を
希
望
し
て
い
ま
す

が
、
今
の
ま
ま
で
は
知
識
が
浅
く
、
も
っ
と
深
く
研

究
を
続
け
た
い
と
思
い
、
大
学
院
へ
の
進
学
を
選
び

ま
し
た
。
ま
ず
は
ス
ペ
イ
ン
留
学
に
行
く
予
定
で
す
。

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
で
世
紀
を
超
え
た
構
造
物

の
空
気
を
感
じ
て
、
勉
強
に
励
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
今
は
ま
だ
手
探
り
で
実
験
を
し
て
い
る
の
で
、
な

か
な
か
成
果
が
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
新
工
法
を
開
発

す
る
た
め
、
残
り
の
貴
重
の
２
年
間
を
寺
本
研
で
頑

張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

１

2

増し杭された群杭基礎の力学挙動
解明および合理的な増し杭工法の開発
近年の構造物基礎の耐震補強として増し杭工法が用いられる機会が多いが、既
設・新設基礎同士の鉄筋接合処理に多大な労力を要する問題を抱えている。本研
究では、新設基礎を鋼製外殻で覆い内部を鉄骨造とした鋼コンクリート構造によ
り、基礎の接合処理を簡略した合理的な増し杭工法の開発を目指す。現在は1G
場模型実験や、遠心場模型実験、3次元弾塑性FEM解析を実施している。

杭施工法が杭－地盤境界面における
せん断特性に及ぼす影響の解明
杭周面におけるせん断特性の解明が不十分であるために、現行設計
における杭周面の摩擦力の評価方法に不合理な点が見られる。本研
究では、杭材、施工方法、地盤条件等を変えた回転載荷模型実験や、
紫外線励起蛍光樹脂粒子を用いた杭―地盤境界面におけるせん断時
の土粒子の移動の可視化実験により、杭―地盤境界面におけるせん
断特性の解明を目指している。
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